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平成25年度佐賀県小・中学校学習状況調査及び全国学力・学習状況調査を活用した調査
Web報告書 
Web報告書もくじ＞Ⅳ 児童生徒意識調査結果の分析

児童生徒意識調査結果の分析
児童生徒意識調査結果の分析に関わる全てのグラフ

４ 家庭学習

○ １日あたりの学習時間について、小学校では、1時間以上学習している児童の割合が年々高くなっており、中学校では、

中学1年と中学３年とで２時間以上学習している生徒の割合が年々高くなっていた。［図１］

○ 自分で計画を立てて勉強する児童生徒の割合に大きな変化は見られないが、計画を立てて勉強する児童生徒ほど、全

教科平均正答率は高くなっていた。[図３][図４]

ここでは、家庭での学習状況について、普段の学習時間と計画的な学習の変容を平成23年度からの調査結果と比較し、分

析を行った。また、平成25年度の調査結果と全教科平均正答率との関連からも分析を行った。学校の宿題については、平

成25年度の回答の割合と全教科平均正答率との関連から分析を行った。

ア 「学校の授業時間以外に、普段(月曜日から金曜日)、１日あたりどれくらいの時間、勉強しますか」についての経年比較（同一
学年）

平成25年度の調査を見ると、全ての学年において「１時間以上、２時間より少ない」と回答した児童生徒の割合が最も高く、

35％を上回っていた。同一学年において、１時間より少ないと回答した児童生徒の割合を、平成23年度からの経年で比較

すると、全ての学年において、学校の授業以外での学習時間は増加してきている。［図１］

図１ 「学校の授業時間以外に、普段、１日あたりどれくらいの時間、勉強しますか」の回答の割合

の経年比較
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